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22ギガビットギガビット(Gb)(Gb)DDR3DDR3型型DRAMDRAMスポット価格スポット価格

出所：

 

DRAMeXchange

(US$)

10/26

$0.90

中国国慶節向け

 需要の高まり?

モジュールメーカーおよびDRAM

 メーカーの在庫はきだし

タイの洪水の影響?
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20112011年度第年度第22四半期の実績四半期の実績

（億円）
2011年度

 
第2四半期

2011年度

 
第1四半期

対前四半期
2010年度

 
第2四半期

対前年同期

売上高 641 100% 957 100% -317 1,488 100% -847

売上総利益（損失） (275) -43% 126 13% -401 402 27% -677

営業利益（損失） (447) -70% (38) -4% -409 235 16% -682

経常利益（損失） (506) -79% (73) -8% -433 152 10% -659

四半期純利益（損失） (489) -76% (79) -8% -410 92 6% -581

EBITDA(1) (168) -26% 270 28% -438 488 33% -656

出荷ビット成長率 － － +16% － +56%

ASP(2)変動率 － － -37% － -68%

対米ドル平均為替レート ¥79.1 ¥82.2 4%円高 ¥88.1 10%円高

(1)EBITDA = 税金等調整前四半期純利益+支払利息+減価償却費及びその他の償却費
(2)ASP: Average Selling Price(平均販売単価)

（億円）
2011年度

 
第2四半期

2011年度

 
第1四半期

営業キャッシュ・フロー 5 74

フリー・キャッシュ・フロー (208) (233)
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売上高、営業損益分析（対前四半期）売上高、営業損益分析（対前四半期）

営業損益分析（対前四半期）

957

売上高分析（対前四半期）

価格下落

641数量増

価格下落

たな卸評価損等

第1四半期

 

第2四半期

 
2011年度

（億円）（億円）

コスト削減等円高

円高 -447

第1四半期

 

第2四半期

 
2011年度
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20112011年度上半期の実績年度上半期の実績

（億円）
2011年度

 上半期
2010年度

 上半期
対前年同期

売上高 1,598 100% 3,251 100% -1,654

売上総利益（損失） (149) -9% 1,019 31% -1,168

営業利益（損失） (485) -30% 679 21% -1,164

経常利益（損失） (580) -36% 523 16% -1,102

四半期純利益（損失） (568) -36% 399 12% -966

EBITDA* 103 6% 1,194 37% -1,091

営業キャッシュ・フロー 79 1,262 -1,183

フリー・キャッシュ・フロー (441) 710 -1,151

*EBITDA = 税金等調整前四半期純利益+支払利息+減価償却費及びその他の償却費
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5,550 5,266

686
478

847
1,002

548
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827
867

8,082
8,499

（億円）

1,034
942

3,2233,471

3,9173,993

8,082
8,499

負債の部・純資産の部資産の部

2011年6月30日

 

2011年9月30日

財務状態財務状態

たな卸資産

有形固定資産

受取手形及び売掛金

現金及び預金

その他の資産

純資産

有利子負債

その他の負債

純資産比率

ネットD/E

（億円）

1.14倍

41%

1.12倍

40%

2011年6月30日

 

2011年9月30日
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四半期
（億円）

2011年度

第2四半期 第3四半期

ガイダンス

 ’11

 

8/8発表
実績

ガイダンス

 ’11 10/27発表

前四半期比

 

出荷ビット成長率 約10% 16% 約5%

減価償却費 330 324 330

販売管理費 170 172 170

四半期および通期ガイダンス四半期および通期ガイダンス

通期
（億円）

2011年度

ガイダンス

 ’11

 

8/8発表
ガイダンス

 ’11 10/27発表

前年度比

 

出荷ビット成長率 40-50% 40-50%

減価償却費 1,350 1,350

販売管理費 700 700

設備投資額 800 800
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円高および円高およびDRAMDRAM不況への対策不況への対策

今後Ultrabook™やタブレットPC等で主流となる

4Gb DRAMへの生産シフト

30nmプロセスへの生産シフト

原材料/装置の購買でのUSドル建て比率の拡大

生産体制のさらなる 適化の検討
（レックスチップに広島工場の一部生産設備の移設を検討）

さらなる減産

知的財産権の積極活用

開発品種の絞込みと間接部門のさらなる業務効率化による経費圧縮

*Ultrabookは、米国およびその他の国におけるインテル

 

コーポレーションの商標です。
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近の近のDRAMDRAM市場環境市場環境

ポジティブ面 ネガティブ面

• ハイエンドe-book reader(電子書

 籍リーダー)リリース

• Ultrabook™の立ち上がり

 （4Gb

 
DRAMの需要増）

• DRAMメーカー各社による

 PC

 
DRAMの減産

• PCメーカーの在庫調整の進展

• PC向けの需要低迷

• タブレットPC向けの需要低迷

• タイの洪水被害による影響

• DRAMメーカーの在庫レベル??

*Ultrabookは、米国およびその他の国におけるインテル

 

コーポレーションの商標です。
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44Gb Gb DRAMDRAMへの生産シフトへの生産シフト

4Gb DRAM需要の牽引役

Ultrabook™
スマートフォン（次世代機種）

タブレットPC（次世代機種）

*Ultrabookは、米国およびその他の国におけるインテル

 

コーポレーションの商

 
標です。

4Gb DRAMのビジネス状況

2011年9月より4Gb DRAMの量産
出荷開始

'11/3 '11/6 '11/9 '11/12

計画実績

4Gb DRAM生産計画(1)

(1)

 

自社ファブ（エルピーダ+レックスチップ）のウェハ投入枚数をベース

 
とした4Gb DRAMの生産比率。

• 大手PCメーカーからUltrabook™向け

 DDR3の受注獲得

• スマートフォンメーカーから30nm

 LPDDR2の認定取得

(ウェハ投入枚数)

+3.3倍
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先端プロセスへのシフト先端プロセスへのシフト

自社ファブ(エルピーダ

 
+ レックスチップ)ウェハ投入計画

0%

50%

100%

'11/3 '11/6 '11/9 '11/12

旧プロセス（40nm以上）

先端プロセス

 （30nm+25nm）

計画実績

25nm 4Gb DDR3の状況

9月 開発完了

12月 量産開始予定

30nm生産比率を高め、

 コスト低減を推進中
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産活法に基づく事業再構築計画の認定後*、
各指標は着実に改善

（億円） 2009年6月30日 2010年6月30日 2011年9月30日

現金及び預金 613 1,506 1,002

有利子負債 5,569 4,935 3,917

ネット有利子負債 4,956 3,429 2,915

ネットD/E 4.00倍 1.14倍 1.12倍

純資産 2,193 3,694 3,223

純資産比率 24% 37% 40%

自己資本比率 14% 30% 32%

各財務指標の推移

*2009年6月30日認定取得。
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UltrabookUltrabook™™向けのビジネス状況向けのビジネス状況

Ultrabook™ 
メーカー

2011年下半期発売モデル 2012年上半期発売モデル

DRAM(GB)

 搭載容量

当社対応状況 DRAM(GB)
搭載容量

当社対応状況

サンプル出荷 量産出荷 サンプル出荷

A社 2 ✓ 11月開始予定
4 ✓

8 ✓

B社 4 ✓ ✓
4 ✓

8 10月中

C社
2

8
プリント基板の設計段階

 
（サンプル要求なし）4 ✓ ✓

D社
2 ✓ ✓

4 11月中
4 ✓

E社

4 ✓ ✓ 4

4 4 ✓

4 8

F社 N/A 4 ✓

G社 N/A 4 ✓

*Ultrabookは、米国およびその他の国におけるインテル

 

コーポレーションの商標です。 GB: ギガバイト
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大手需要家のPC向けDRAM在庫水準

大手PCメーカー

大手PCメーカー&

 モジュールメーカー

出所：エルピーダ調べ

 
※本資料は当社の顧客へのヒアリングに基づくデータであり、実際の状況とは異なる場合があります。

適正水準

顧客の平均在庫保有月数
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URL: http://www.elpida.com

当資料に記載されている経営予測に基づく予想数値、今後の計画や戦略等、将来の見通しに関する記述は発表日時点において当社が判断したものです。これらの将来

 
に関する情報には不確実な要因が内在しており、設備拡充とそれに引き続く生産（能力の）過剰や価格下落圧力等から生じる市況サイクルに特徴づけられるＤＲＡＭ市場

 
の全世界における変動性、競争の激しいＤＲＡＭ業界における再編等の変化、技術及び設計の変化、重要な原材料の供給の不足や中断あるいはその価格の上昇、重要

 
な顧客の喪失又は需要の減少、米ドル・ユーロ等の為替相場の動向、経済一般の状況、当社グループの市場環境、設備又は調達過程を損なう地震その他の自然災害、

 
テロ行為、疫病、暴動、その他当社グループのコントロールの及ばない事象等の様々な要因により、将来において生じる当社グループの実際の経営成績等とは一致しない

 
可能性があります。

（将来予測に関する注意）
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